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■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【なごや観光ルートバス「メーグル」】
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

●栄より
【 市 バ ス 】

 名古屋駅前8番のりば名古屋駅発着で平日30～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行
名古屋駅前２番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター（メルサ３F）４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より徒
歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）
 12月14日（金）～1月3日（木）特別整理、年末年始休館　但し12月14日（金）15日（土）16日（日）はエントランス・閲覧室開室します。
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

表紙：亀鈕銅印「明倫堂図書」（きちゅうどういんめいりんどうとしょ）

亀鈕銅印
「明倫堂図書」 
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展
示
室
１
・
２
　
徳
川
美
術
館
　

　
御お

成な
り

と
は
、権
力
者
が
臣
下
の
屋
敷
を
訪
問
し
て
、主
従
関
係
を
再
確
認
す
る
儀
式
で

す
。
鎌
倉
幕
府
以
来
、武
家
の
重
要
行
事
と
し
て
、徳
川
政
権
も
ま
た
有
力
大
名
に
対
す
る

御
成
を
行
い
ま
し
た
。
徳
川
将
軍
家
に
よ
る
御
成
は
、二
代
将
軍
秀
忠
が
行
っ
た
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）の
尾
張
徳
川
家
江
戸
屋
敷
へ
の
御
成
が
、一
つ
の
規
範
と
な
り
ま
し
た
。
尾
張

徳
川
家
で
は
御
成
専
用
の
御
殿
を
建
造
し
、伝
来
の
名
品
を
飾
り
付
け
て
、将
軍
を
は
じ
め
随

行
し
た
数
千
人
規
模
の
人
々
に
対
し
て
饗
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
絢
爛
豪
華
な
儀
式
は
、三
代
将
軍
家
光
以
降
、順
次
簡
略
化
さ
れ
て
い
き
、五

代
将
軍
綱
吉
に
よ
る
御
成
で
事
実
上
終
焉
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、十
一
代
将
軍
家
斉
に
よ
り

復
古
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、略
式
で
行
っ
た
こ
と
か
ら
、「
御
成
」で
は
な
く「
御お

と
お
り
ぬ
け

通
抜
」と
称

し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
を
通
じ
、徳
川
将
軍
家
に
よ
る
御
成
の
実
態
と
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、蓬

左
文
庫
展
示
室
で
は
、徳
川
将
軍
家
以
前
の
御
成
と
、尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
御
成
の
空
間
を
紹

介
し
ま
す
。
室
町
将
軍
家
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
御
成
の
儀
式
や
、室
内
の
飾
り
付
け
を
踏
ま

え
、豊
臣
政
権
で
の
変
質
を
経
て
、徳
川
政
権
に
引
き
継
が
れ
た
歴
史
的
背
景
や
、尾
張
徳
川
家

江
戸
屋
敷
の
御
成
空
間
を
、伝
来
の
道
具
や
図
面
な
ど
の
史
料
を
基
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

会期：平成24年10月6日（土）〜 11月11日（日）

徳
川
美
術
館
新
館
開
館
25
周
年
　
徳
川
園
80
周
年
記
念
　
秋
季
特
別
展

徳
川
将
軍
の
御
成

御
成
御
殿
絵
図（
部
分
）　
江
戸
時
代
　
十
七
世
紀
　
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵

五
代
将
軍
綱
吉
の
御
成
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）

に
麴
町
邸
に
建
造
さ
れ
た
御
殿
。綱
吉
は
、こ
の
御
殿
へ
御
成
し
た
際
、尾

張
徳
川
家
一
門
に
対
し
、『
四
書
』の
講
義
を
行
っ
た
。
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会期：平成24年11月17日（土）〜 12月13日（木）

　
吉
見
家
・
河
村
家
に
代
表
さ
れ
る
古
代
学
研
究
や
伊

藤
圭
介
を
生
ん
だ
尾
張
本
草
学
な
ど
、江
戸
時
代
の
尾

張
に
は
、先
進
的
か
つ
個
性
的
で
多
彩
な
学
問
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
尾
張
に
お
け
る
学
術
文
化
発

展
の
基
礎
は
、尾
張
徳
川
家
初
代
義
直（
一
六
〇
〇
―

五
〇
）に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
初
の
聖

堂
の
建
設
や
、大
名
家
随
一
と
言
わ
れ
た
蔵
書
の
収
集

と
尾
張
藩
御
文
庫
の
創
設
、優
れ
た
学
者
の
招
聘
と
保

護
、彼
ら
に
よ
る
書
物
の
編
纂
の
主
導
な
ど
、幕
府
、大

名
家
に
先
駆
け
た
学
術
振
興
策
は
、義
直
に
つ
づ
く
好

学
な
歴
代
藩
主
等
の
政
策
に
受
け
継
が
れ
て
、尾
張
に

お
け
る
多
彩
な
学
問
の
発
達
を
促
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
な
か
で
も
、八
代
宗
勝
、九
代
宗
睦
の
藩
政
改
革
に

よ
っ
て
、藩
士
教
育
と
民
衆
教
化
を
目
的
と
し
て
誕
生

し
た
藩
校
明
倫
堂
は
、総
合
的
な
教
育
と
学
術
研
究
の

機
関
と
な
り
、尾
張
に
お
け
る
学
術
・
文
化
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
は
た
し
ま
し
た
。

　
蓬
左
文
庫
は
、昨
年
度
、明
倫
堂
の
書
籍
に
使
用
さ
れ

た
蔵
書
印
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、歴
代
藩
主
や
藩
の
学
者
の
著
作
や
遺
墨
、明
倫
堂
に

か
か
る
記
録
や
蔵
書
な
ど
に
よ
り
、尾
張
藩
の
学
問
と

教
育
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
室
１

尾
張
藩
の
学
問
と
教
育

　
源
氏
物
語
に
ま
つ
わ
る
絵
画
・
書
籍
・
工
芸
品

な
ど
、成
立
以
来
様
々
な
形
で
享
受
さ
れ
て
き
た

『
源
氏
物
語
』の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
11
月
17
日（
土
）
～
12
月
13
日（
木
）

　
展
示
室
2

　
平
成
25
年
2
月
14
日（
木
）
～
4
月
7
日（
日
）

　
展
示
室
1
で
コ
ー
ナ
ー
展
示

「文
ぶん

会
かい

書
しょ

庫
こ

」扁額　伏
ふし

原
はら

宣
のり

條
えだ

筆　江戸時代　18世紀　名古屋市鶴舞中央図書館蔵

河村秀
ひで

穎
かい

が安永2年（1773）に建設した河村家の文庫「文会書庫」に掲げられた扁額。
確かな資料によって客観的に古代をとらえた秀穎・秀根・益根ら河村家の学問を支えた文
庫の蔵書数は約二万余冊。蔵書は秘蔵することなく有志には惜しみなく貸し出された。河村
家の蔵書は、大正12年（1933）市立名古屋図書館（現名古屋市鶴舞中央図書館）の開館に際
して同館の蔵書となり、一部は戦災で焼失したが、現在も同館に所蔵されている。

　源
氏
物
語
の
世
界

右隻に「玉鬘」「澪標」「空蝉」、左隻には「桐壺」「初音」「紅葉賀」と
計六図が、金雲・金霞で区切られゆったりと配されている。描かれた
場面は「紅葉賀」である。

源氏物語図屏風（部分）　江戸時代　18世紀　徳川美術館蔵
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展
示
室
１

展
示
室
２

会期：平成25年1月4日（金）〜 2月11日（月・祝）

大
名
と
鷹
狩
　

名
古
屋
城
下
図
　

　
鷹
や
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
猛
禽
類
を
調
教
し
て
、鳥
や
兎

な
ど
の
狩
猟
を
す
る
の
が
鷹
狩
で
す
。
西
欧
や
中
東
、

ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
で
も
古
来
よ
り
お
こ
な
わ
れ
、現
在

で
も
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
古
く
か
ら
天
皇
や
貴

族
ら
上
層
階
級
の
趣
味
と
し
て
発
達
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
戦
国
武
将
ら
が
愛
好
し
、徳
川
家
康
は
特
に

好
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
将
軍
・
大
名
の

庇
護
の
も
と
で
、高
度
に
技
術
や
道
具
が
洗
練
さ
れ
、鷹

匠
、鷹
場
な
ど
の
制
度
も
整
備
さ
れ
、獲
物
や
鷹
の
贈
答

も
将
軍
な
ら
び
に
大
名
・
家
臣
間
相
互
の
武
家
儀
礼
と

し
て
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
尾
張
徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
鷹
狩
の
諸
道

具
を
は
じ
め
、鷹
や
鷹
狩
に
ま
つ
わ
る
絵
画
や
記
録
類

を
紹
介
し
ま
す
。

　
慶
長
十
五
年（
一
六
一
○
）、徳
川
家
康
は
名
古
屋
城

と
城
下
町
の
建
築
を
始
め
、清
須
の
町
人
を
名
古
屋
に

移
し
ま
し
た
。
そ
の
後
作
成
さ
れ
た
名
古
屋
城
下
図
に

よ
っ
て
、名
古
屋
の
発
達
の
経
緯
を
た
ど
り
ま
す
。

鷹狩絵巻　二巻のうち　江戸時代　17－18世紀　徳川美術館保管

原題は「大名遊山絵巻」とする。二巻の全てを通じて、山野や農耕地など様々な場所で、高位の大名が
鷹狩を楽しむ様子が描かれている。従者や獲物、鷹狩の状況などが精細にあらわされている。モデル
になった大名や画家は未詳ながら、優れた筆致と彩色で描かれており、武家風俗の記録画としても
貴重である。

雪
せっちゅうたかつるをそくじゃくのず

中鷹捉搦鶴図　狩野惟信筆　一幅　
江戸時代　18－19世紀　
徳川美術館蔵

猛禽の鷹が大型の獲物である鶴を捕獲
し、襲いかかった瞬間の緊張を伝えてい
る。周囲の背景は省略されてはいるもの
の飛び散る雪の白い飛沫が、雪上での格
闘をあらわしている。画家の狩野惟

これ

信
のぶ

（1753〜 1808）は、将軍家御用絵師、木挽
町狩野家の七代。少年期から画家として
活躍し、号を養

よう

川
せん

院
いん

と称し、当時の画壇の
主導者であった。

尾張国図　江戸時代　17世紀中ごろ　徳川美術館蔵
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展
示
室
２

　
徳
川
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る「
尾
張
徳
川
家
の
雛
ま

つ
り
」展
に
あ
わ
せ
て
、蓬
左
文
庫
で
も
お
雛
様
の
展
示

を
し
ま
す
。

　
日
本
は
古
代
か
ら
尾
張
国
、美
濃
国
な
ど
六
十
余
の

国
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
古
代
で
は
国
は
行
政
の
単

位
で
、朝
廷
が
国
ご
と
に
国
司
を
任
命
し
ま
し
た
。
中

世
に
は
鎌
倉
・
室
町
幕
府
が
国
ご
と
に
守
護
を
お
き
ま

し
た
。
戦
国
時
代
に
な
る
と
、一
人
の
戦
国
大
名
が
実

力
で
支
配
し
て
い
る
範
囲
が「
国
」で
あ
り
、こ
れ
は
従

来
の
国
の
範
囲
と
は
別
の
も
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
に

入
っ
て
か
ら
で
も
各
大
名
の
領
地
は
、必
ず
し
も
国
単

位
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は
各
地
の
大
名
や
代
官
に
命
じ
て
、領
国

図
で
は
な
く
国
絵
図（
一
国
単
位
の
地
図
）の
作
成
を

何
度
か
命
じ
ま
し
た
。
お
も
な
国
絵
図
作
成
命
令
は
、

慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）、正
保
元
年（
一
六
四
四
）、元

禄
九
年（
一
六
九
六
）、天
保
二
年（
一
八
三
一
）の
四
回

で
す
。
こ
れ
は
幕
府
が
全
国
支
配
を
徹
底
す
る
た
め
の

大
事
業
で
、作
成
さ
れ
た
絵
図
は
幕
府
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
絵
図
を
江
戸
幕
府
撰
国
絵
図
と
い
い

ま
す
。
絵
図
に
は
、城
、す
べ
て
の
村
の
名
前
と
石
高
、

街
道
、一
里
塚
、湊
、古
城
跡
、大
き
な
寺
社
、霊
山
、川
な

ど
が
描
か
れ
ま
し
た
。
尾
張
に
つ
い
て
は
、慶
長
の
国

絵
図
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、正
保
と
元
禄
の
国
絵
図

は
写
図
や
控
図
が
、天
保
の
国
絵
図
は
現
物
が
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
国
絵
図
と
と
も
に
、一
国
ご
と
に
全
部

の
村
々
の
名
前
と
石
高
を
記
し
た
郷
帳
も
、幕
府
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
成
を
担
当
し
た
大
名
家
に
は
、下
書
図
や
提
出
し
た

絵
図
と
同
一
の
控
図
な
ど
が
残
り
ま
し
た
。
国
絵
図
は

き
わ
め
て
大
き
く（
一
辺
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
）扱
い
づ
ら
い
の
で
、適
宜
記
載
事
項
を
省
略

し
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
た
国
絵
図
が
多
数
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
大
名
は
、幕
府
や
他
の
大
名
な
ど

に
つ
て
を
求
め
て
、各
国
の
絵
図
も
入
手
し
ま
し
た
。
尾

張
徳
川
家
の
蔵
書
を
所
蔵
す
る
蓬
左
文
庫
に
も
、日
本
中

の
国
絵
図
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
幾

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

会期：平成25年2月14日（木）〜 4月7日（日）

展
示
室
１

ひ
な
の
世
界

国
絵
図

お詫びと訂正
前回の『蓬左』№84の “閲覧室だより「レファレンスの窓」”「四つの長栄寺」の上段で「一、宮出町長栄寺
……廃寺」と書きましたが、「廃寺」を「尾張旭市に移転」に、お詫びして訂正します。

尾張国図　江戸時代　17世紀中ごろ　徳川美術館蔵
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は
じ
め
に

　
た
だ
い
ま
、ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
原
で
す
。
一
時
間
半
ほ
ど
大
曽
根
邸
の

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
曽
根
邸

と
い
う
テ
ー
マ
で
話
を
す
る
の
は
も
し
か

し
た
ら
初
め
て
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
徳
川

園
は
、か
つ
て
尾
張
徳
川
家
の
屋
敷
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、

詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、ま
ず
今
年
は
徳
川
園

開
園
八
十
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
る
た

め
、徳
川
園
の
歴
史
が
わ
か
る
パ
ネ
ル
を

作
成
し
、徳
川
美
術
館
の
南
の
廊
下
に
掲

示
し
ま
し
た
。

　
現
在
、名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
で「
尾
張

徳
川
家
大
曽
根
邸
と
徳
川
園
」展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、実
際
に
展
示
す

る
作
品
・
史
料
が
あ
る
の
か
、手
探
り
の

状
態
で
調
査
を
始
め
ま
し
た
が
、蓬
左
文

庫
を
は
じ
め
色
々
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
特
に
美
術
館
の
地
下
倉
庫

に
は
、ゆ
か
り
の
品
々
が
残
っ
て
い
た
こ

と
は
、今
回
の
調
査
の
大
き
な
成
果
で
し

た
。

　
こ
の
大
曽
根
邸
を
造
っ
た
方
は
、尾
張

徳
川
家
十
八
代
の
義よ

し
あ
き
ら礼

で
す
。
十
四
代
の

当
主
で
、明
治
維
新
後
に
再
び
家
督
を
継

承
し
て
十
七
代
と
な
っ
た
慶よ

し

勝か
つ

は
、幕
末

維
新
期
に
事
実
上
最
後
の
殿
様
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
の
で
、歴
史
学
的
に
は
有
名
な

方
で
す
。
義
礼
の
一
代
後
の
十
九
代
義よ

し

親ち
か

も
ま
た
、徳
川
美
術
館
を
創
設
し
、侯
爵
と

し
て
近
代
史
に
足
跡
を
残
さ
れ
た
の
で
有

名
な
方
で
す
。
義
礼
は
こ
の
二
人
の
間
に

挟
ま
れ
た
当
主
で
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
事

績
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、今
回
は
義
礼
と
い
う
当

主
が
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
、そ
し
て
義

礼
が
つ
く
っ
た
大
曽
根
邸
は
ど
う
い
う
邸

宅
で
あ
っ
た
の
か
、こ
れ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
る
の
も
、今
回
の
企
画
の
主
旨
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
本
題
の
テ
ー
マ
は
、近
代
の
大
曽
根
邸
の

話
で
す
が
、大
曽
根
邸
が
造
ら
れ
る
以
前
に
、

こ
の
大
曽
根
の
地
に
あ
っ
た
大
曽
根
御
屋
敷

の
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
大
曽
根
の
地
に
最
初
に
御
殿
を
構
え

た
の
は
尾
張
徳
川
家
二
代
光み

つ

友と
も

で
す
。
こ
の

方
は
大
曽
根
に
非
常
に
所
縁
の
あ
る
方
で

す
。
初
代
の
徳
川
義
直
の
唯
一
の
男
子
で
、

生
ま
れ
た
の
も
大
曽
根
、亡
く
な
っ
た
の
も

大
曽
根
で
す
。
正
室
以
外
の
子
ど
も
と
い
う

こ
と
で
生
後
暫
く
は
、大
曽
根
に
匿か

く
ま

わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
屋
敷
は
、今
の
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
徳
川
明
倫
店
の
駐
車
場
の
北
側
あ
た

り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に

は
、光
友
が
生
ま
れ
た
屋
敷
と
し
て
、江
戸
時

代
を
通
じ
て
保
存
さ
れ
た
建
物
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
屋
敷
は
、大
曽
根
邸
が
で
き
た
後

も「
東ひ

が
し御お

屋や

敷し
き

」と
呼
ば
れ
て
大
切
に
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
光
友
は
、元
禄
八
年（
一
六
九
五
）頃
よ
り

隠
居
所
と
し
て
大
曽
根
屋
敷
建
造
に
取
り
か

か
り
、記
録
に
よ
る
と
同
年
三
月
十
八
日
に

完
成
し
た
屋
敷
に
移
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

徳
川
園
で
は
、こ
の
日
を
記
念
し
て
無
料
公

開
の
日
と
し
て
い
ま
す
。
光
友
は
元
禄
十
三

年（
一
七
○
○
）に
亡
く
な
る
た
め
、五
年
間

ほ
ど
こ
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
蓬
左
文
庫
の
松
村
冬
樹
・
種
田
祐
司
学
芸

員
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
史
料
に
よ
れ
ば
、

例
え
ば
朝
日
文
左
衛
門
の「
鸚お

う
む鵡

籠ろ
う
ち
ゅ
う中

記き

」

に
こ
の
屋
敷
の
範
囲
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

屋
敷
は
、建
中
寺
の
北
側
に
接
し
て
お
り
、

西
端
は
今
の
山
口
町
の
交
差
点
辺
り
、東
西

の
幅
は
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
の
幅
は

約
七
○
○
メ
ー
ト
ル
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
西
幅
で
い
え
ば
、今
の
山
口
町
交
差
点
か

ら
中
央
線
を
東
に
一
○
○
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

先
ま
で
が
、か
つ
て
の
大
曽
根
御
屋
敷
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、矢
田
川
が

形
成
し
た
河
岸
段
丘
上
に
御
殿
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
美
濃
の
山
々
を
眺
め
ら
れ
る
風
光
明

媚
な
別
荘
地
に
造
ら
れ
た
御
殿
で
、崖
下
に

は
十
六
挺
だ
て
の
舟
を
浮
か
べ
た
と
い
う
巨

大
な
池
も
あ
り
ま
し
た
。
面
積
は
約
十
三
万

坪
で
す
。
こ
れ
は
今
の
名
古
屋
城
の
内
郭
部

分
の
面
積
に
相
当
し
ま
す
。
ま
さ
に
、城
郭

規
模
の
御
殿
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
御
殿

は
光
友
が
亡
く
な
っ
た
後
す
ぐ
縮
小
・
整
理

江
戸
時
代
の
大
曽
根
邸

 

大
曽
根
御
屋
敷

徳
川
園
80
周
年
特
別
企
画

尾
張
徳
川
家
大
曽
根
邸
と
徳
川
園

徳
川
美
術
館
学
芸
課
長

　原
史
彦

　

※
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日（
金
）徳
川
園
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
記
念
講
演
会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

上の文字　1行16文字
下　1行17文字
注意



7

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

重
臣
屋
敷
の
時
代

　
光
友
の
歿
後
、大
曽
根
御
屋
敷
は
尾
張

徳
川
家
の
重
臣
で
あ
る
犬
山
の
成
瀬
家
・

三
河
寺
部
の
渡
辺
家
・
岐
阜
羽
島
の
石い

し

河こ

家
の
三
家
に
分
割
さ
れ
ま
す
。
光
友
が
亡

く
な
っ
た
場
所
を「
御ご

逝せ
い

去き
ょ

の
地
」と
し

て
約
五
万
坪
が
残
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
。
五
万
坪
の
土
地
の
位
置
が
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、今
回
の

調
査
で
、そ
の
場
所
は
成
瀬
家
に
分
割
さ

れ
た
部
分
と
判
明
し
ま
し
た
。
成
瀬
家
の

屋
敷
の
面
積
は
五
万
坪
あ
り
ま
す
。
お
そ

ら
く
成
瀬
家
は
、大
曽
根
御
屋
敷
跡
地
を

自
身
の
屋
敷
と
し
て
拝
領
は
す
る
も
の
の
、

光
友
由
緒
地
と
し
て
独
自
の
造
成
は
行
わ

ず
、江
戸
時
代
を
通
じ
て
、拝
領
当
時
の
空

間
を
残
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
曽
根
御
屋
敷
に
関
す
る
遺
構
は
な
い

か
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、一
宮
の
妙
興
寺
の

総
門
が
大
曽
根
御
屋
敷
の
遺
構
と
分
か
り

ま
し
た
。
棟
札
が
残
っ
て
お
り
、成
瀬
家

か
ら
の
寄
進
で
あ
る
こ
と
、今
の
片
山
八

幡
宮
の
少
し
南
に
成
瀬
家
の
中
屋
敷
が
あ

り
、そ
の
向
か
い
の
屋
敷
を
殿
様
か
ら
頂

戴
し
た
の
で
、そ
の
屋
敷
の
門
を
拝
領
し

て
移
築
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

薬
医
門
形
式
の
豪
壮
な
建
築
で
す
か
ら
、

こ
の
門
が
大
曽
根
御
屋
敷
の
い
ず
れ
か
の

門
で
あ
る
こ
と
の
可
能
性
は
高
い
で
す
。

　
中
央
線
と
旭
丘
高
校
に
挟
ま
れ
た
部
分

が
、渡
辺
家
が
拝
領
し
た
土
地
で
す
。
渡

辺
家
は
代
々
家
老
を
務
め
る
家
柄
で
、中

で
も
尾
張
徳
川
家
十
二
代
斉な

り

荘た
か

の
下
で
家

老
を
務
め
た
渡
辺
規の

り

綱つ
な

は
文
化
人
で
し

た
。
号
を
又ゆ

う

日じ
つ

庵あ
ん

と
い
い
、裏
千
家
十
一

世
玄げ

ん

々げ
ん

斎さ
い

の
実
兄
に
あ
た
り
ま
す
。
二
年

で
家
老
を
辞
め
、隠
居
し
て
風
雅
三
昧
の

生
活
を
送
り
ま
し
た
が
、隠
居
し
た
先
が

大
曽
根
屋
敷
で
、こ
こ
で
作
陶
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。
又
日
庵
手
造
り
の
作
品
に

は
、丸
の
中
に
大
曽
根
の「
大
」を
表
し
た

窯
印
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
図
面
の
中
に
、大

曽
根
御
屋
敷
を
描
い
た
図
面
が
い
く
つ
か

残
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
内
の
一
つ
に
石

河
家
の
屋
敷
図
面
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
図
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
描
か
れ

た
御
殿
は
、お
そ
ら
く
光
友
が
生
ま
れ
た

光
友
生
誕
屋
敷
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、成

瀬
家
と
同
様
、石
河
家
も
ま
た
、拝
領
し
た

屋
敷
地
を
江
戸
時
代
を
通
じ
て
保
存
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
石
河
家
の
土
地
は
、明
治
二
年（
一
八
六
九
）

に
尾
張
徳
川
家
に
返
納
さ
れ
ま
す
が
、尾

張
徳
川
家
は
光
友
生
誕
屋
敷
を
そ
の
ま
ま
残

し
て
東
御
屋
敷
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
今

回
の
調
査
で
、こ
の
東
御
屋
敷
が
、大
正
五
年

（
一
九
一
六
）に
整
理
・
移
転
さ
れ
る
時
の
記

録
が
出
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
図
面
と
、江
戸

時
代
の
図
面
と
で
は
建
物
の
形
が
異
な
る
の

で
、尾
張
徳
川
家
が
引
き
継
い
だ
後
、ど
う
も

光
友
生
誕
屋
敷
を
改
造
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
大
正
五
年
の
整
理
時
に
、

元
の
建
物
の
半
分
を
取
り
壊
し
、一
部
を
西

側
の
庭
園
内
に
移
築
し
ま
し
た
。
そ
の
場
所

が
、徳
川
園
内
南
西
部
の
段
丘
上
に
あ
る
芝

生
広
場
の
場
所
で
す
。
そ
の
後
、名
古
屋
市

に
移
管
さ
れ
、「
清せ

い
り
ゅ
う
け
ん

流
軒
」と
い
う
名
の
茶
室

と
し
て
一
般
に
貸
し
出
し
も
行
わ
れ
ま
し
た

が
、惜
し
く
も
空
襲
で
焼
失
し
ま
し
た
。

　
光
友
が
亡
く
な
っ
た
場
所
は
、旭
丘
小
学

校
の
辺
り
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、徳
川
園

黒
門
西
側
先
に
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、光
友

誕
生
時
の
胎
盤
を
埋
め
た
胞え

衣な

塚
と
い
う
伝

承
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
光
友
お
手
植

え
の
椿
が
あ
っ
て
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、こ
れ
も
空
襲
で
焼
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
十
八
代
の
義
礼
は
、か
な
り
美
男
子
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、わ
ず
か
四
十
五
才
で
亡
く

な
り
ま
す
。
十
四
代
慶
勝
の
子
の
義よ

し

宜の
り

が
、

十
六
代
当
主
で
し
た
が
十
八
才
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、慶
勝
は
再
度
家
督
を
継

承
し
て
十
七
代
と
な
り
ま
す
。
慶
勝
に
は
当

時
、男
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、高
松
松
平
家

か
ら
義
礼
を
養
子
と
し
て
迎
え
ま
す
が
、そ

の
後
、慶
勝
に
男
子
が
誕
生
し
ま
す
。
し
か

し
、そ
の
男
子
を
分
家
さ
せ
、義
礼
が
十
八
代

と
な
り
ま
し
た
。
義
礼
は
、豊
か
な
髭
を
た

く
わ
え
た
人
物
で
、身
長
は
一
メ
ー
ト
ル

近
代
の
大
曽
根
邸

徳
川
義
礼

▲光友産湯井ロータリー
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六
十
セ
ン
チ
位
で
し
た
。
当
時
と
し
て
は

普
通
の
身
長
で
す
が
、非
常
に
細
身
で
す
。

大
礼
服
が
残
っ
て
い
た
た
め
体
型
が
推
定

で
き
ま
し
た
。

徳
川
侯
爵
名
古
屋
本
邸

　
尾
張
徳
川
家
は
、明
治
二
年（
一
八
六
九
）

に
成
瀬
家
と
石
河
家
か
ら
土
地
を
返
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
、尾
張
徳

川
家
は
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス

ル
の
北
東
あ
た
り
に
あ
っ
た
新
御
殿
の
地

に
奥
山
町
邸
を
構
え
ま
す
。
当
主
は
東
京

に
移
り
住
ん
だ
の
で
、奥
山
町
邸
は
名
古

屋
の
管
理
事
務
所
的
な
使
い
方
を
し
て
い

ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
に
、陸
軍
の
練

兵
場
と
す
る
た
め
、現
在
の
名
城
公
園
の

地
に
あ
っ
た
下し

た

御お

深ふ

井け

御お

庭に
わ

や
奥
山
町
邸

を
陸
軍
に
接
収
さ
れ
、代
わ
り
に
小
牧
山

が
尾
張
徳
川
家
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
、奥
山
町
に
あ
っ
た
幾
つ
か
の
建
物

を
大
曽
根
に
移
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
二
年
以
降
に
大
曽
根
邸
が
整

備
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、蓬
左
文
庫
所
蔵

の
図
面
を
み
る
と
、玄
関
は
小
さ
く
、使
用

人
の
部
屋
も
あ
ま
り
な
い
、何
と
な
く
別

邸
の
よ
う
な
邸
宅
で
し
た
。
義
礼
は
、明

治
二
十
七
年
に
大
曽
根
邸
を
侯
爵
尾
張
徳

川
家
の
本
邸
と
し
た
た
め
、大
幅
な
改
造

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
侯
爵
本
邸
と
し

て
相
応
し
い
体
裁
、つ
ま
り
、来
客
の
た
め

の
応
接
間
や
、応
接
要
員
・
管
理
要
員
の

部
屋
も
整
備
し
、従
来
の
御
殿
を
大
幅
に

拡
充
し
ま
す
。
そ
し
て
、明
治
三
十
三
年

（
一
九
○
○
）に
新
し
い
大
曽
根
邸
が
竣
工

し
ま
し
た
。
面
積
は
約
八
万
坪
も
あ
る
巨

大
邸
宅
で
し
た
。

　
し
か
し
、義
礼
の
歿
後
、十
九
代
義
親
は

東
京
へ
移
っ
た
た
め
、大
曽
根
邸
は
尾
張

徳
川
家
の
別
邸
と
な
り
ま
し
た
。
大
曽
根

邸
は
、義
礼
が
歿
し
た
明
治
四
十
一
年
か

ら
、昭
和
の
初
め
に
か
け
て
順
次
縮
小
さ

れ
、名
古
屋
市
へ
寄
贈
さ
れ
る
時
は
、最
終

的
に
こ
の
徳
川
園
及
び
徳
川
美
術
館
の
敷

地
部
分
約
一
万
三
千
坪
ほ
ど
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、残
さ
れ
た
土
地
も
、

昭
和
五
年（
一
九
三
○
）に
名
古
屋
市
に
寄

贈
す
る
際
に
三
分
割
さ
れ
ま
す
。
南
東
部

は
、徳
川
美
術
館
の
敷
地
と
し
て
財
団
法

人
尾
張
徳
川
黎
明
会
に
、北
側
か
ら
西
側

に
か
け
て
は
名
古
屋
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

す
。
大
曽
根
邸
は
今
の
蓬
左
文
庫
が
あ
る

あ
た
り
の
約
二
三
○
○
坪
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、分
割
さ
れ
る
前
は
、徳
川
美
術
館

の
本
館
が
あ
る
場
所
に
は
神
社
が
あ
り
ま

し
た
。
図
面
に
は
、鳥
居
や
本
殿
・
拝
殿
・
宝

物
殿
ら
し
い
建
物
も
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

図
面
に
は
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
神
社
が
何
で
あ
る
の
か
こ
れ
ま
で
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、今
回
、尾
張
徳

川
家
の
年
中
行
事
を
記
し
た
巻
紙
が
地
下
倉

庫
か
ら
見
つ
か
り
、六
月
一
日
は
邸
内
東
照

宮
の
代
参
日
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
す
。
つ

ま
り
、東
照
宮
が
邸
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
裏
付
け
が
な
い

の
で
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、美
術
館
本
館
の
場
所
に
あ
っ
た
神
社
が
、

邸
内
東
照
宮
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
曽
根
邸
の
古
写
真

　
大
曽
根
邸
の
写
真
は
明
治
末
か
ら
大
正
に

か
け
て
撮
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、そ
の
当
時

の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
大
曽
根
邸
の
建
物

の
外
観
や
内
部
を
撮
っ
た
写
真
帖
に
つ
い

て
、こ
れ
が
い
つ
撮
ら
れ
た
の
か
議
論
に
な

り
ま
し
た
が
、細
か
く
写
真
を
見
る
と
、畳
が

す
り
き
れ
て
お
り
、襖
な
ど
も
張
り
替
え
ら

れ
た
跡
が
あ
る
た
め
、新
築
時
の
写
真
で
は

な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
義
礼
夫 ▲蓬左文庫エントランスホール
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人
だ
っ
た
良か

た

子こ

は
、義
親
が
東
京
へ
移
る

際
、一
緒
に
東
京
へ
移
っ
た
の
で
す
が
、本

人
は
大
曽
根
邸
の
こ
と
を
非
常
に
気
に
入

っ
て
い
た
ら
し
く
、そ
の
思
い
出
の
た
め

に
大
曽
根
邸
の
写
真
帖
を
作
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
曽
根
邸
玄
関
古
写
真
は
、今
の
徳
川

園
黒
門
脇
の
徳
川
園
管
理
事
務
所
に
な
っ

て
い
る
長
屋
の
屋
根
か
ら
撮
っ
て
い
ま
す
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
井
戸
も
、黒
門
脇
に

そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
左
側

に
写
っ
て
い
る
一
号
蔵
・
二
号
蔵
は
、南

側
に
移
築
さ
れ
て
蓬
左
文
庫
の
旧
書
庫
に

な
り
、平
成
の
再
整
備
の
時
に
西
向
き
か

ら
北
向
き
に
九
十
度
回
転
さ
せ
位
置
を
移

動
し
て
現
在
で
は
蓬
左
文
庫
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
棟
だ
っ
た
蔵
を
一
棟
と
し
て
繋
げ
、窓

を
塞
い
だ
た
め
旧
観
と
大
き
く
異
な
る
た

め
、当
初
は
大
曽
根
邸
ゆ
か
り
の
建
物
と

は
考
え
ら
れ
ず
、昭
和
五
十
七
年
の
蓬
左

文
庫
改
築
の
際
に
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、桐
原
千
文
蓬
左
文
庫
長
と
徳
川

黎
明
会
の
協
力
に
よ
る
調
査
に
よ
っ
て
移

築
・
改
造
の
経
緯
が
判
明
し
、歴
史
的
建

造
物
と
し
て
保
存
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、御
殿
の
図
面
も
発
見

さ
れ
、建
築
の
詳
細
が
判
明
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、御
殿
は
空
襲
で
焼
け

て
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
御
殿
の
玄
関
前

ロ
ー
タ
リ
ー
は
、丸
い
植
え
込
み
と
し
て

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、徳
川
美
術
館
新
館

建
設
時
、徳
川
園
整
備
時
に
更
地
に
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
部
分
は
、残
し

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
と
私
は
思
い
ま

す
。
現
在
、大
曽
根
邸
の
遺
構
で
あ
る
黒

門
と
長
屋
・
蔵
・
山
の
茶
屋
は
、国
の
登
録

文
化
財
に
な
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
た
だ
門
の
建
築
年
代
が
不
確
定
な
の
が

残
念
で
す
。
明
治
二
十
七
年
の
建
築
仕
様
書

に
門
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、明
治

二
十
七
年
時
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
な
の

で
す
が
、新
築
な
の
か
、奥
山
町
邸
の
門
の
移

築
な
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
奥
山
町
邸

の
門
で
あ
れ
ば
、も
し
か
し
た
ら
江
戸
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、も
う

少
し
調
査
を
し
て
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
義
礼
住
居
の
写
真
を
見
ま
す
と
、屋
根
に

避
雷
針
が
あ
り
、茅
葺
の
瀟
洒
な
感
じ
の
和

風
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現

在
の
徳
川
美
術
館
第
五
展
示
室
あ
た
り
に
あ

っ
た
建
物
で
す
。
内
部
の
写
真
に
は
ラ
ン
プ

が
写
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
も
、地

下
倉
庫
か
ら
ラ
ン
プ
の
火
屋
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
予
備
と
し
て
と
っ
て
お
い

た
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、ど
の
部
屋

の
ラ
ン
プ
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
義
礼
住
居
の
西
側
に
あ
つ
た
良
子
住
居
は

瓦
葺
で
す
。
御ご

新し
ん

間ま

は
義
礼
住
居
の
東
側
に

張
り
出
し
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。「
御
神

間
」と
す
る
記
録
も
あ
り
、何
か
特
別
な
建
物

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
庭
園
に
張
り
出
す
よ
う

な
形
で
造
ら
れ
た
建
物
で
、戸
袋
に
は
綺
麗

な
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
良
子
住
居
の
西
側
に
は
、御お

二に

階か
い

下し
た

と
い

う
建
物
も
あ
り
ま
し
た
。
写
真
で
見
る
と
二

階
部
分
が
な
い
た
め
、不
思
議
な
名
前
の
建

物
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、ど
う
も
慶
勝
ゆ

か
り
の
建
物
を
移
築
し
た
ら
し
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
慶
勝
が
住
ん
で
い
た
新
御
殿

の
二
階
建
て
の
建
物
を
移
築
し
た
ら
し
い
の

で
す
が
、移
築
の
際
、二
階
の
部
分
は
撤
去
し

て
下
の
階
だ
け
を
持
っ
て
き
た
た
め
、「
御
二

階
下
」と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
北
側
に
あ
っ
た
書
院
は
、巨
大
な
建
物
で

す
。
和
風
建
築
に
み
え
ま
す
が
、今
回
発
見

さ
れ
た
図
面
に
は
、屋
根
の
中
は
ト
ラ
ス
ト

構
造
で
、柱
は
ボ
ル
ト
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
お
り
、近
代
建
築
の
要
素
を

と
り
い
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
内
部
は
客
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
外
観
は
和
風
建
築
で
す
が
、東
側

の
内
部
は
、暖
炉
を
備
え
寄
木
床
と
な
る
洋

風
の
造
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
書
院
の
東
側
に
は
、御ご

三さ
ん

階か
い

と
い
う
建
物

が
あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
瀟
洒
な
建
物
で
、

当
初
は
今
の
徳
川
美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
辺
り
に
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
五
年
に

敷
地
が
縮
小
さ
れ
る
時
に
は
、取
り
壊
さ
ず

に
そ
の
ま
ま
南
に
移
動
し
、二
三
○
○
坪
に

▲黒門・長屋
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縮
小
さ
れ
た
大
曽
根
邸
の
敷
地
に
再
移
築

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、今
の
両
国

国
技
館
の
あ
る
場
所
に
あ
っ
た
、尾
張
徳

川
家
の
東
京
本
邸
・
横よ

こ

網あ
み

町
邸
ゆ
か
り
の

建
物
で
す
。慶
勝
が
建
て
た
三
階
建
築
で
、

慶
勝
は
こ
の
屋
上
か
ら
写
真
撮
影
も
行
っ

て
い
ま
す
。
慶
勝
ゆ
か
り
の
建
物
と
い
う

こ
と
で
、明
治
十
七
年
に
横
網
町
邸
が
な

く
な
る
時
、東
京
か
ら
名
古
屋
の
大
曽
根

邸
に
移
築
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、大
曽
根

邸
に
移
築
し
た
時
に
屋
根
は
改
造
し
て
屋

上
部
分
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
曽
根
邸
の
庭
園

　
蓬
左
文
庫
に
三
枚
の
農
園
図
が
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
大
曽
根
邸
内
に
は
、西
は
山

口
町
、東
は
中
央
線
ま
で
広
大
な
農
園
が

造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
西
部
農
園
の
図
を

見
る
と
、総
門
か
ら
黒
門
に
至
る
邸
内
の

道
が
、現
在
の
市
道
と
同
じ
で
、現
存
す
る

ロ
ー
タ
リ
ー
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
今
の
徳
川
公
設
市
場
が

あ
る
と
こ
ろ
に
明め

い

倫り
ん

博
物
館
が
あ
り
ま
し

た
。
尾
張
徳
川
家
が
、愛
知
県
の
教
育
博

物
館
を
引
き
継
い
で
運
営
し
た
博
物
館

で
、動
植
物
標
本
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、農
園
で
は
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ

た
植
物
も
栽
培
さ
れ
、日
本
で
初
め
て
ユ

ー
カ
リ
や
デ
イ
ゴ
を
紹
介
し
、キ
ャ
ベ
ツ
・

ト
マ
ト
を
初
め
て
栽
培
し
た
の
も
こ
こ
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、ユ
ー
カ
リ

は
蓬
左
文
庫
の
庭
で
現
在
も
元
気
に
生
育

し
て
い
ま
す
。

　
北
部
農
園
は
湿
地
帯
や
畑
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、図
面
で
は
か
つ
て
庭
園
だ
っ
た

池
の
痕
跡
が
分
か
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

現
在
の
徳
川
園
の
周
囲
に
は
、広
大
な
農

園
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、い
つ
整
理

さ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。
徳

川
公
設
市
場
は
、大
正
の
米
騒
動
後
の
供
給

安
定
を
目
指
し
、明
倫
博
物
館
を
廃
し
て
設

置
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
た
め
、あ
る
い
は
、農

園
も
こ
の
頃
に
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
義
礼
が
亡
く
な
っ
た
時
の
葬
送
行
列
の
写

真
に
は
、大
曽
根
邸
の
西
端
に
あ
っ
た
総
門

と
東
方
向
を
撮
っ
た
写
真
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
か
つ
て
あ
っ
た
相
応
寺
の
建

▲大曽根徳川邸西部農園図

▲大曽根徳川邸東部農園図

▲大曽根徳川邸北部農園図
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物
の
上
か
ら
撮
っ
た
写
真
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
総
門
の
内
側
は
、鬱
蒼
と
し

た
樹
林
帯
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

謎
の
建
物

　
山
の
茶
屋
は
徳
川
美
術
館
の
中
に
あ
る

非
常
に
古
い
建
物
で
、現
在
で
も
お
茶
会

に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
七

年
の
記
録
で
は「
新
築
」と
な
っ
て
い
ま
す

が
、古
い
図
面
が
残
っ
て
お
り
、こ
の
図
面

で
は
建
物
は
一
直
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
建
物
は
Ｌ
字
状
に
曲
が
っ
て
い
る

た
め
、現
状
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
、山
の

茶
屋
は
移
築
の
可
能
性
が
高
い
で
す
。
大

曽
根
邸
に
移
築
す
る
際
、築
山
の
邪
魔
に

な
る
の
で
Ｌ
字
形
に
改
造
し
た
の
で
し
ょ

う
。

　
昭
和
十
一
年
に
開
か
れ
た
三さ

ん

傑け
つ

茶ち
ゃ

会か
い

に

関
す
る
新
聞
記
事
を
見
ま
す
と
、名
古
屋

城
の「
能
見
所
」の
建
物
を
移
築
し
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
根
拠
は
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
が
、当
時
の
尾
張
徳
川
家
の

人
は
、名
古
屋
城
の
建
物
と
認
識
し
て
い

た
わ
け
で
す
か
ら
、少
な
く
と
も
大
曽
根

邸
建
造
以
前
の
建
物
で
あ
る
可
能
性
は
高

い
で
す
。
た
だ
、現
存
す
る
名
古
屋
城
の

図
面
で
は
、似
た
建
物
を
ま
だ
確
認
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。
何
か
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

徳
川
園
開
園

　
十
九
代
義
親
は
徳
川
美
術
館
を
創
設

し
、徳
川
園
を
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
を

作
っ
た
人
で
す
。
大
正
時
代
に
な
る
と
、

華
族
家
も
代
が
替
わ
り
、そ
れ
ま
で
大
切

に
残
さ
れ
て
き
た
歴
代
の
什
宝
を
散
逸
さ

せ
て
し
ま
う
家
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
義
親
自
身
は
理
解
あ
る
人
物
で
し
た

が
、自
分
の
子
孫
に
そ
う
い
っ
た
不
心
得

者
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、昭
和
五
年

に
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会
を
設
立
し
、

尾
張
徳
川
家
歴
代
の
什
宝
を
寄
付
し
ま
し

た
。
尾
張
徳
川
家
の
什
宝
は
、公
の
財
産
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、徳
川
美
術
館

を
つ
く
っ
て
一
般
に
公
開
す
る
と
い
う
形
を

と
り
ま
し
た
。

　
先
日
、伊
藤
悟
徳
川
園
前
所
長
の
尽
力
で

発
見
さ
れ
た
大
曽
根
邸
寄
贈
式
の
写
真
が
中

日
新
聞
に
載
り
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
、こ

こ
に
写
っ
て
い
る
方
の
ご
子
孫
が
お
持
ち
で

し
て
、今
回
初
め
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
大

曽
根
邸
譲
渡
式
は
、昭
和
五
年
十
月
十
日
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
式
に
名
古
屋
市
に

譲
渡
さ
れ
た
の
は
、名
古
屋
市
議
会
の
承
認

が
得
ら
れ
た
後
の
昭
和
六
年
三
月
十
日
で
、

名
古
屋
市
で
は
一
般
公
開
用
に
整
備
を
進

め
、昭
和
七
年
十
一
月
三
日
に
徳
川
園
を
開

園
さ
せ
ま
す
。

　
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
発
行
さ
れ

た
徳
川
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、現

在
で
も
残
る
段
丘
上
の
庭
園
部
分
は
、大
曽

根
邸
庭
園
の
名
残
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。徳
川
園
入
口
に
あ
る
蘇そ

山ざ
ん

荘そ
う

は
、

昭
和
二
年
開
催
の
汎は

ん

太た
い

平へ
い

洋よ
う

博は
く

覧ら
ん

会か
い

の
迎
賓

館
を
昭
和
十
二
年
に
移
築
し
た
建
物
で
、大

曽
根
邸
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
で
す
。

　
な
お
、徳
川
園
の
整
備
に
あ
た
り
、東
京
都

新
宿
区
の
早
稲
田
大
学
文
学
部
で
校
舎
の
建

て
替
え
時
に
発
見
さ
れ
た
尾
張
徳
川
家
下
屋

敷「
戸
山
荘
」の
龍り

ゅ
う
も
ん門

の
瀧た

き

の
石
組
み
を
移

設
し
た
こ
と
は
、最
大
の
成
果
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。
本
来
、廃
棄
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
歴
史
遺
産
を
見
事
に
再
生
し
て
お
り
、

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
も
、徳
川
園
の
歴

史
性
を
深
め
る
上
で
も
英
断
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
瀧
は
、十
一
代
将
軍
家い

え

斉な
り

も
天
下
の

名
園
と
讃
え
た
庭
園
遺
構
の
一
つ
で
す
。
上

流
で
の
水
量
調
節
に
よ
り
、瀧
か
ら
落
下
す

る
水
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、下
流
の
飛

び
石
を
渡
っ
た
後
に
、水
量
を
増
し
て
飛
び

石
を
水
没
さ
せ
る
と
い
っ
た
趣
向
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
徳
川
園
で
は
、こ
の
仕
掛

け
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
徳
川
園
は
新
し
い
庭
園
で
は
あ
り
ま
す

が
、樹
林
帯
は
か
つ
て
の
大
曽
根
邸
庭
園
の

名
残
を
留
め
、尾
張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
庭
園

遺
構
も
移
設
さ
れ
て
お
り
、歴
史
の
風
合
い

が
備
わ
っ
た
庭
園
で
す
。
今
回
の
企
画
を
機

に
、こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
大
曽
根
邸
・
徳
川
園
の
歴
史
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲山の茶屋外観近景西面
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表紙：亀鈕銅印「明倫堂図書」（きちゅうどういんめいりんどうとしょ）

　
尾
張
藩
の
藩
校「
明
倫
堂
」の
所
蔵
し
た
書
物

に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
で
あ
る
。
印
文
に「
明
倫

堂
図
書
」と
あ
り
、四
つ
足
で
立
っ
た
亀
の
鈕つ

ま
み

が

つ
い
た
銅
製
の
印
で
あ
る
。
昨
年
知
立
市
内
の

歯
科
医
師
野
村
尚
次
氏
よ
り
蓬
左
文
庫
に
御
寄

贈
い
た
だ
い
た
。
古
美
術
の
収
集
家
で
あ
っ
た

同
氏
の
父
上
の
収
集
品
と
い
う
。
専
用
の
木
製

の
箱
に
は
、印
面
と「
名
古
屋
市
某
医
師
ヨ
リ
出

デ
タ
ル
物
ニ
テ
同
先
代
ノ
珍
蔵
ナ
リ
ト
云
　
昭

和
弐
年
七
月
十
日
毛
受
骨
董
店
ヨ
リ
求
之
」と
、

収
集
の
経
緯
を
記
し
た
書
き
付
け（
左
図
参
照
）

が
印
と
と
も
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。

　
明
倫
堂
は
、尾
張
徳
川
家
九
代
宗
睦
に
よ
っ

て
天
明
三
年（
一
七
八
三
）藩
士
教
育
と
民
衆
教

化
を
目
的
に
、創
設
さ
れ
た
尾
張
藩
の
藩
校
で

あ
る
。
明
倫
堂
に
お
け
る
書
物
収

集
は
、当
然
な
が
ら
開
校
当
初
か

ら
計
画
さ
れ
て
い
た
。
書
物
の
収

集
、管
理
に
あ
た
る「
典
籍
」が
置

か
れ
、数
年
後
に
は
、「
明
倫
堂
御

文
庫
」が
建
設
さ
れ
た
。
明
倫
堂

の
蔵
書
は
、開
校
当
初
、献
納
、購

入
な
ど
に
よ
り
約
二
万
冊
が
収
集
さ
れ
、幕
末

期
に
は
、二
万
三
千
数
百
冊
余
を
所
蔵
し
た
。

　
明
倫
堂
の
旧
蔵
書
は
、現
在
、当
文
庫
や
国
会

図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、九
千
点
余

と
最
も
多
く
を
所
蔵
す
る
の
は
、愛
知
教
育
大

学
付
属
図
書
館
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、明
倫

堂
の
蔵
書
の
多
く
は
、愛
知
県
第
一
師
範
学
校

に
受
け
継
が
れ
、新
制
大
学
と
な
っ
た
同
校
の

所
蔵
と
な
っ
て
、現
在
に
い
た
る
。

　
明
倫
堂
の
旧
蔵
書
に
捺
さ
れ
た
印
記
は
、こ

の「
明
倫
堂
図
書
」と「
明
倫
堂
書
庫
記
」で
あ

る
。
明
倫
堂
御
文
庫
の
蔵
書
と
尾
張
藩
主
の
手

元
蔵
書
を
管
理
し
た
奥
御
文
庫
の
蔵
書
は
関
係

が
深
く
、貸
借
関
係
も
あ
っ
た
た
め
か
、明
倫
堂

旧
蔵
書
に
は
、「
尾
府
内
庫
」な
ど
奥
御
文
庫
の

蔵
書
印
記
を
持
つ
も
の
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。

参
考
：
高
木
靖
文「
明
倫
堂
文
庫
の
形
成
」（『
徳
川
林
政
史

　
　
　
研
究
所
紀
要
』昭
和
五
二
年
度
）

亀
鈕
銅
印
　

　
　
印
文「
明
倫
堂
図
書
」
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